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石狩川下流域および河口周辺沿岸域に分布するシラウ

オ Salangichthys microdon Bleekerは，刺網や地曳網漁業

の重要な漁獲対象の一つである。石狩川水系のシラウオ

は，春に主産卵場である石狩川河口域の浅瀬でふ化した

後，石狩川本流を遡上して三日月湖に進入し秋に降海す

る群と，ふ化後遡上せずに河口から沿岸域に留まる群に

分かれる１）。三日月湖に遡上したシラウオは，沿岸域より

も体長が大きい傾向があり２），この要因としてふ化日の違

いなども考えられるが，三日月湖が索餌場として好環境

にあることも一因としてあげられる。シラウオ仔稚魚の

食性についての知見は少なく，青森県小川原湖でカイア

シ類 Sinocalanus tenellusと枝角類 Bosmina coregoniを主

に摂餌しているという報告３）があるが，石狩川周辺水域で

は，過去に三日月湖内のプランクトン相が調べられてい

るものの４，５）シラウオの食性に関する知見はない。そこで，

本水域におけるシラウオの２つの回遊パターンの資源的・

生態的重要性についての比較検討の一環として，三日月

湖と沿岸域および河口におけるシラウオ仔稚魚の食性と

餌環境を調査した。

材料と方法

調査は石狩湾湾奥部に注ぐ石狩川の下流域および河口

周辺沿岸域で行われた（Fig．１）。下流域に存在する三日月

湖は，１９１８年～１９３１年にかけて行われた本流の直線化工事

により形成されたもので，全長は約２０�，水深７～８m

であり，黒萩・長内５）の調査によると富栄養湖であると言

える。三日月湖は茨戸川と真勲別川とからなり，伏古川，

創成川，発寒川が流入し，志美運河によって本流とつな

がっている。また，三日月湖と石狩湾新港との間に放水

路が存在するが，水門は通常閉ざされている。石狩川本

流の下層には塩水楔が形成されているが，その塩水楔の

三日月湖内への進入は通常認められない。ただし，条件

によっては，三日月湖の下層で塩分４程度が観測される

年もある２）。

２００１年８月５日，８月２０日，９月３日，９月１７日に，三
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日月湖内の St.A～Dでは丸稚ネット（口径１．３m，側長４．５

m，コッドエンドの網地 GG５４），河口の St.Mでは小型地

曳網（全幅約７m，コッドエンド約５mm目合），また沿

岸域の St．１～３ではそりネット（幅１．５m，高さ０．４m，コッ

ドエンド約５mm目合）をそれぞれ用いてシラウオ仔稚魚

を採集した。ただし９月１７日には，三日月湖での調査は

行わなかった。丸稚ネットは，表層を船外機船によって

原則として速度約２ノットで５分間曳網し，そりネット

も着底させて同様に曳網した。小型地曳網は，袖網の端

に各１名がつき，水深約１mの場所を岸と平行に人力で

５分間曳網した。採集した仔稚魚は約５％海水ホルマリ

ン，４％パラフォルムアルデヒド，または Davidson’s

溶液で固定し，後日全個体について肉体長（吻の前端～

肉質部の後端）を測定した。また，一部標本については

体重を測定し，肥満度（Condition factor ; CF）を以下の

式で算出した。

CF ＝（体重mg）／（肉体長mm）３ ×１０６

８月１０日に採集した仔稚魚の一部について，消化管を

解剖針で摘出後に切開し，内容物の同定と計数を行った。

また８月１０日に環境中のプランクトンの採集を，三日月

湖（４地点），河口（１地点，水深３．５m），沿岸域（３地

点，水深６m）の計８地点において行った。採集には北原

式プランクトンネット（口径３０cm，側長１００cm，網地 NXX

１３）を用い，水底直上から鉛直曳きを行った。標本は採

集後すぐに約５％海水ホルマリンで固定し，実験室に持

ち帰った後，種の同定と個体数計数を行った。なお，本

研究では主に摂餌されていた輪虫類，枝角類，カイアシ

類のみを対象とした。濾水率は１００％と仮定し，ネットの

口径と採集深度から濾水量を求め，１m３当たりの個体数

を求めた。また，消化管内容物組成と環境中の動物プラ

ンクトン組成からイブレフの選択性指数（E）を以下の式

で算出した６）。

E i ＝（r i － p i）／（r i ＋ p i）

r i：動物プランクトン i種の消化管内容物中に占める割

合

p i：動物プランクトン i種の環境中に占める割合

結果

Table１に各採集日，各水域において採集されたシラウ

オ仔稚魚の個体数を示した。三日月湖では８月２０日に，

河口では８月１０日に，また，沿岸域では９月３日にもっ

とも多く採集された。沿岸域ではどの採集地点でも，水

深の浅い地点での採集が，深い地点より多かった。

Fig．２に採集された仔稚魚の肉体長組成を示した。８月

１０日の肉体長モードは三日月湖で３４mm，河口域で３２mm，

沿岸域で３０mmであった。平均値は，三日月湖が沿岸域よ

りも有意に大きかった（t検定，p＜０．０１）。９月３日の三

日月湖における肉体長のモードは４２mmと４６mmであった

のに対し，沿岸域では３４～４０mmであった。また９月１７日

には，河口で４０mm，沿岸域で３４mmのモードが見られ，

三日月湖の９月３日のモードよりも小さかった。このよ

うに各採集水域における平均肉体長は，三日月湖で大き

Fig．１ Map of the Ishikari River system and adjacent
nearshore areas, western Hokkaido, showing the
sampling locations.
The three net types used for the collection of
shirauo are indicated in the figure.

Table１ Number of shirauo samples collected at each
sampling station.
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いように見受けられた。また平均肥満度は，８月１０日で

は，河口，三日月湖，沿岸域の順に高かったが，それ以降

は三日月湖の方が他採集水域よりも高かった（Table２）。

８月１０日にネット採集された枝角類，カイアシ類，輪

虫類の個体群密度を Fig．３に示した。動物プランクトンの

個体群密度は三日月湖では１２．３～３８．８×１０４個体／m３で

あったのに対して，河口域と沿岸域では０．７～２．２×１０４個

体／m３と少なかった。三日月湖では輪虫類とカイアシ類

の比率がそれぞれ４２．７～６０．３％，３０．４～４２．８％と高いが，

枝角類も９．３～１８．７％見られた。一方，河口と沿岸域では

カイアシ類が９５％以上と優占していた。Table３に８月１０

日に採集された動物プランクトンの種別個体群密度と組

成を示した。三日月湖では，輪虫類のBrachionus calyciflorus,

Asplanchna sp., Schizocerca diversicornis，枝角類のBosmina

coregoni, B. longirostris, Diaphanosoma brachyurumが優占

していた。カイアシ類では，Cyclopoidaのコペポダイト

期やカイアシ類のノープリウス期が多かった。河口では，

目立って多い種は認められなかった。また沿岸域では，

カイアシ類のノープリウス期を除くと，カイアシ類の

Acartia omoriiのコペポダイト期が多かった。

８月１０日に採集された標本の消化管内容物の種組成を

Table４に示した。三日月湖内の St. Dでは淡水産種の枝

角類 D. brachyurumが多く摂餌されていた。St. Bでは St.

D同様 D. brachyurumが多かったが，輪虫類やカイアシ類

も摂餌していた。それに対し河口で採集された個体の胃

内容物は，海産種のカイアシ類 Paracalanus parvus成体と

そのコペポダイト期のほぼ単一種で占められていた。沿

岸域の St．２（水深２m）では，カイアシ類の卵の他にカ

イアシ類 Pseudodiaptomus marinusやアミ類幼体が，また，

St．２（水深４m）では P. marinusの他に P. parvusや Acartia

steueriなどのカイアシ類がそれぞれ摂餌されていた。St．３

Fig．２ Frequency distributions of the body length of shirauo collected from the three areas.
Body lengths were measured from the tip of the snout to the ends of the tail muscles.

Table２ Condition factor of shirauo samples collected
from the three areas.

Fig．３ Abundance（inds./m３）of zooplankton（Rotatoria,
Cladocera, and Copepoda） collected at each
sampling station on August１０,２００１.
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（水深２m）は St．２（水深２m）とほぼ同様の種組成であっ

た。空胃率は沿岸域３３．３％，河口６．７％，三日月湖０％の

順に高かった。また平均摂餌個体数も，河口・沿岸に比

べ，三日月湖で多い傾向が見られた（Table４）。

イブレフの選択性指数から，各採集地点における摂餌

選択性を検討した（Table５）。三日月湖において，シラウ

オ仔稚魚は枝角類 D. brachyurumに対して０．９を超える正

の選択性を示していた。河口で多く摂餌されていたP. parvus

成体の選択指数も０．９５と高かった。

考察

本水域のシラウオ仔稚魚は，三日月湖では枝角類を，

河口・沿岸域ではカイアシ類を主に摂餌していることが

明らかになった。また夏季の三日月湖では枝角類が優占

している点が，河口・沿岸域とは異なった特徴である。

淡水性枝角類の増殖は水温に強く依存し，水温の上昇に

つれて増殖速度が増大し７），好条件では２～３日で世代交

代を繰り返す８）。また１９６１年の調査でも，三日月湖では夏

から秋にかけて枝角類が優勢となり，D. brachyurumは７

～９月にかけて出現した５）。一方本調査の石狩湾沿岸河口

域では，枝角類の出現がほとんど認められなかった。ま

た，石狩湾では夏季に動物プランクトンの現存量が最も

少なくなることが知られている９）。すなわち夏季の三日月

湖では，沿岸河口域では見られない淡水性枝角類の増加

という大きな特徴を持つ。これらのことから，シラウオ

の索餌場としては，沿岸河口域に比べ三日月湖が優れて

いると推定された。三日月湖のシラウオ仔稚魚の空胃率

は低く，摂餌個体数が他水域に比べ多かったことからも，

シラウオにとって三日月湖の餌環境は良いと考えられる。

三日月湖では枝角類D. brachyurumが選択的に摂餌され

ていた。同じ枝角類の B. coregoniの方が環境中に多く出

現していたが，シラウオの消化管中には認められなかっ

た。シラウオ成体の摂餌行動を観察した結果，シラウオ

は体を S字状に曲げつつ，頭を上方に向け，餌（アルテ

ミア幼生）に対して飛びつくようにして捕食していた２）。

このことはシラウオ成魚が視覚捕食者であることを示し

ている。一般に視覚捕食者である魚類は，環境中でサイ

ズの大きいものから摂餌するため１０），シラウオ仔稚魚も視

覚捕食者であるとすると，B. coregoniよりサイズの大き

い１１）D. brachyurumの方が摂餌の対象となりやすいのであ

ろう。また同様に体サイズの違いから，輪虫類よりも枝

角類の選択性の方が高いと推測される。一方，本研究で

は，プランクトンネットで採集されなかったにもかかわ

らず，消化管内容物中に観察された種がいくつか認めら

れた（カイアシ類 P. marinus，A. steueri，アミ類幼体）。

今後は，本水域における動物プランクトンの採集方法を

さらに検討する必要がある。

三日月湖ではこれまでの報告のとおり，体長の大きい

個体が見られ，８月から９月にかけての体長モードの変

化の幅も他採集水域に比べ大きかった。この体長差はふ

化日の違いによってもたらされている可能性もある。し

かし，耳石の Sr : Ca比を調べた結果から，遅くとも８月

までには石狩川遡上群と沿岸残留群が分岐すると考えら

れており１），８月から９月にかけての体長モードの変化の

違いは，各採集水域の餌環境を反映した成長速度の差に

よってもたらされたと考えられる。これらをより詳細に

明らかにするためには，今後耳石日周輪解析などによる

仔稚魚のふ化日と成長の検討に取り組むべきである。

シラウオは，以前は遡河回遊魚であるとされてきたが

近年の研究では，小川原湖や茨城県涸沼１２）に見られるよう

に汽水域内で生活史を完結するパターンや，網走湖１３）のよ

うに湖内残留群と冬季に降海する群が同所的に存在する

パターンなど，回遊パターンはバリエーションに富んで

いることが分かってきた。石狩川水系のシラウオは，河

口域でふ化した後，河口周辺にとどまる群れが存在する

一方で，夏期にほぼ淡水の三日月湖に遡上するという，

他の水系には見られない回遊パターンを示している２）。シ

ラウオは卵やふ化仔魚の塩分耐性の範囲が非常に広

く１４－１６），また産卵親魚の塩分耐性も同様に高いことから１７），

淡水，海水の双方に適応できる広塩性魚である。その生

理的特徴により，本研究で明らかになったように高成長

が望めるほぼ淡水に近い三日月湖を索餌場として利用す

ることが可能であったことが，本水系における遡上回遊

パターンの発達に結びついたものと推測される。今回明

らかになった三日月湖におけるシラウオの餌生物の分布

状況から，三日月湖へ遡上回遊することが本水域のシラ

ウオにとって生態的に有利な回遊パターンであると考え

られる。このことは，資源管理方策を考える上で重要な

手がかりになるものと思われる。
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